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１．委員の指摘及び提言概要 

チャンバーネットワークによる連続観測は貴重なデータを提供しており、また、CH4/CO2の広域

推定・変化分析は先駆的研究と認められる。計画通りあるいはそれ以上の進捗と評価する。日本と

アジア域の森林土壌によるメタン吸収量は全球的なメタンフラックスに何％程度寄与しているの

か等、アジア域における CH4 フラックスに関する広域評価に期待する。今後の研究展開としては、

観測やそれに基づいたモデルによる解析だけでなく、重点課題や行政ニーズで求められている課題

にどのように応えて行くかを、より具体的にした目標や作業計画を立てて進めると共に、過去に得

られた多くのデータも活用して土壌に関する解析結果をまとめた総合的な科学的評価を期待する。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


